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▼
平
成

▼
平
成　

年
度
の
会
計
決
算

年
度
の
会
計
決
算

１８１８

平
成

年
度
病
院
事
業
会
計
の
決
算
認
定

　

平
成　

年
度
病
院
事
業
会
計
の
決
算
認
定

１８１８

に
つ
い
て
は
、
９
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
町

に
つ
い
て
は
、
９
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
町

議
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

前
回
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国
の

　

前
回
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国
の

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
診
療
報
酬
も

診
療
報
酬
も
大
幅
大
幅

なな
見
直
し

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
医
業
収
益
も
減
収
し
、
事

　

こ
れ
ら
に
よ
り
医
業
収
益
も
減
収
し
、
事

業
収
益
総
額
は
６
億
９
千

業
収
益
総
額
は
６
億
９
千　

万
円
、
事
業
費

万
円
、
事
業
費

４４５４４５

用
総
額
は
７
億
８
千

用
総
額
は
７
億
８
千　

万
円
で
、

万
円
で
、
平
成
平
成　

年年

５７５５７５

１８１８

度
は
９
千

度
は
９
千　

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

１３０１３０

平成１８年度 会計決算　　　　　（単位；万円） 

6億9,4４5　　病院事業収益　①＋②＋③＝⑧

6億2,241　　　①医業収益

3億2,08６　　　　・入院収益　

２億102　　　　・外来収益

2,01７　　　　・公衆衛生活動収益

656　　　　・その他医業収益

７,３８０　　　　・他会計負担金

７,２０４　　　②医業外収益

２２７　　　　・患者外給食収益

３３５　　　　・その他医業収益

８６７　　　　・他会計補助金

５,７７５　　　　・他会計負担金

０　　　③特別利益（修正益）

７億８,５７５　　病院事業費用　④＋⑤＝⑨

７億６,３４４　　　④医業費用

５億２,６３８　　　　・給与費

９,４５２　　　　・材料費

９,９５７　　　　・経費

４,１９１　　　　・減価償却費

２７　　　　・資産減耗費

７９　　　　・研究研修費

２,２３１　　　⑤医業外費用

△９,１３０　　当年度純損益　⑧－⑨

　

そ
の
結
果
、
総
額
で
３
千　

万
円
、
前
年

１００

度
対
比
で　

％
の
削
減
に
な
り
ま
し
た
。

２１

特
集
③

町
立
病
院
の
現
状
と
課
題

町
立
病
院
の
台
所
事
情
は

平
成　

年
度
決
算
で
９
千　

万
円
の
赤
字
に

１８

１３０

未
処
理
累
積
欠
損
金
の
大
部
分
は
減
価
償
却
費

今
回
の
町
立
病
院
特
集
③
で
は
、
病
院
の

　

今
回
の
町
立
病
院
特
集
③
で
は
、
病
院
の

台
所
事
情
は
ど
う
な
の
か
を
、
町
民
の
皆
さ

台
所
事
情
は
ど
う
な
の
か
を
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
千
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
未
処
理
の
累
積
欠
損
金
は
、
昭
和　
５９

年
度
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
平
成
５
年
度
に

は
３
億
７
千　

万
円
、
平
成　

年
度
に
は
７

５００

１１

億
４
千
万
円
と
な
り
、
現
在
の
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
約
８
割
を
占
め
る
の
が
減
価
償

却
費
で
あ
り
、
そ
の
額
は
現
在
６
億
５
千
万

円
余
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

減
価
償
却
費
と
は
、
病
院
の
建
物
、
医
療

機
器
な
ど
の
資
産
価
値
の
減
少
分
を
い
い
、

法
定
の
年
限
内
に
損
金
と
し
て
計
上
す
る
も

の
で
、
実
際
に
は
現
金
の
支
出
は
伴
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
現
在
の
建
物
や
医
療
機
器
の
整
備

に
伴
う
償
還
費（
借
金
返
済
）を
毎
年
８
千
万

円
ほ
ど
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
度

２２

に
は　

万
円
、
平
成　

年
度
に
は　

万
円

７５０

２４

２３０

と
、
大
幅
な
減
少
傾
向
で
推
移
し
ま
す
。

▼
組
織
的
な
効
率
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す

　
『
公
的
医
療
の
提
供
』
と
『
病
院
運
営
の
安

定
化
』
の
両
立
と
い
う
相
反
す
る
難
し
い

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
医
療
体
制
の

将
来
を
見
据
え
た
う
え
で
の
病
院
運
営
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
際
に
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な

い
減
価
償
却
費
を
除
く
と
平
成　

年
度
の
実

１８

質
的
な
現
金
不
足
は
、
５
千
万
円
程
度
に
な

り
ま
す
。

▼
平
成　

年
度
経
費
削
減
の
取
り
組
み

１８

　

良
質
な
医
療
を
提
供
し
続
け
る
に
は
、
安

定
し
た
病
院
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
町
立
病
院
運
営
審
議
会
な
ど
で
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

　

病
院
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
推
移
し

て
お
り
ま
す
が
、
平
成　

年
度
で
は
、
次
の

１８

項
目
で
経
費
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平

成　

年
度
末
ま
で
に
療
養
病
床
を
廃
止
す
る

２３
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
入
所
者

を
は
じ
め
町
立
病
院
の
運
営
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。

▼
累
積
欠
損
金
と
減
価
償
却
費

▼
累
積
欠
損
金
と
減
価
償
却
費

　

平
成

年
度
の
赤
字
額
と

平
成　

年
度
の
赤
字
額
と
、
過
去
の
赤
字

、
過
去
の
赤
字

１８１８

累
積
を
加
え
た
累
積
欠
損
金
は
、
合
計
８
億

累
積
を
加
え
た
累
積
欠
損
金
は
、
合
計
８
億

　

そ
の
た
め
、
医
療
現
場
の
改
善
と
事
務
の

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
医
師
を
は
じ
め
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
累
積
欠
損
金
の
解
消
と

安
定
し
た
病
院
の
運
営
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　　※上記の会計決算は、病院事業損益計算書による。
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※
給
食
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
給
食

　

材
料
の　

％
以
上
を
今
ま
で
同
様
に
町
内

５０

　

か
ら
購
入
す
る
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

▼
出
前
講
座
で
の
説
明
も

　

町
職
員
が
講
師
と
な
り
、
直
接
皆
さ
ん
に

説
明
を
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
存
続
で
き
る
の
？
町
立
病
院
』
と
題
し
、

現
状
や
課
題
な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班�
�
６

　

９
８
５
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
患
者
数
の
推
移

　

入
院
患
者
と
外
来
患
者
数
の
推
移
は
、
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。（
※
泌
尿
器
科
は
平

成　

年
度
か
ら
の
診
療
で
す
。）

１７

　

患
者
数
の
減
少
と
し
て
、
高
齢
者
の
医
療

費
負
担
増
や
投
薬
期
間
の
延
長
、
診
療
形
態

の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
月
号
に
引
き
続
き

先
月
号
に
引
き
続
き

質
問
形
式
で
説
明
し
ま
す

質
問
形
式
で
説
明
し
ま
す

�
町
立
病
院
で
『
エ
ピ
ペ
ン
』
の
処
方
を
は

じ
め
た
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

町
立
病
院
で
は
、「
ハ
チ
毒
」「
食
物
」「
薬

物
」
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
（
全
身
性

の
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）
を
緩
和
す
る
自

己
注
射
製
剤
『
エ
ピ
ペ
ン
』
が
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
エ
ピ
ペ
ン
』
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
発

現
時
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン

薬
液
と
注
射
針
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
の
補
助
治
療
を
目
的
と

し
た
自
己
注
射
製
剤
で
す
。

　
『
エ
ピ
ペ
ン
』
の
投
与
対
象
者
は
、
ハ
チ
毒

に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
の
既
往
の

あ
る
人
、
ま
た
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
発

現
す
る
可
能
性
の
高
い
人
（
ハ
チ
刺
傷
時
に

全
身
症
状
が
見
ら
れ
、
か
つ
抗
体
価
が
高
い

人
）
で
す
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
出
現
後　

分
以

３０

内
（
遅
く
と
も　

分
以
内
）
に
注
射
す
れ
ば
、

６０

死
亡
者
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
適
正
に
使
用
し
な
い
と
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
使
用
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
処
方
の
際
に
は
外
科
外
来
の
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
町
立
病
院
の
常
勤
医
と
派
遣
医
の
専
門
領

域
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

町
立
病
院
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
内
科
の

常
勤
医
が
２
名
に
な
り
、
ほ
ぼ
毎
日
、
旭
川

医
大
の
第
三
内
科
か
ら
の
派
遣
医
に
よ
り
診

療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

１
週
間
の
診
療
体
制
と
医
師
の
専
門
領
域

は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

更
に
、
平
成　

年
度
で
も
１
千　

万
円
の

１９

４２

経
費
削
減
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
清
掃
業
務
内
容
の
見
直
し　
　

万
円

１１０

・
ボ
イ
ラ
ー
業
務
の
見
直
し　
　

万
円

８２

・
給
食
業
務
の
委
託　
　

万
円

８５０

２０,０００
人

４０,０００
人

外来患者数の推移（表２）

２２,７５５

１２,４２４

４０,０６５

２９,２５１

平成１０年度 平成１５年度 平成１８年度

２５,５６０

８,８３６

１,７２８

３０,０００
人

１０,０００
人

内
科

外
科

内
科

外
科

内
科

外
科 泌

尿
器
科

午 後午 前専門領域所 属医  師

　月・水～金　内科一般
町立病院

白田  院長

内

科

金火　消化管疾患と内視鏡診断藤谷  内科医長

　金　悪性リンパ腫などの血液疾患
　と腫瘍疾患

旭川医大
派遣医

鳥本  腫瘍センター長

水検査細木  医師

月１回不定期
　消化管疾患と内視鏡診断

藤谷  助手

月検査金野  医師

木（夜間診療）検査　内視鏡診断と内科一般杉山  医師

火検査　肝臓疾患と内視鏡診断三好  医師

月・水は休診月～金　外科一般（血管外科・小児外科
　・乳腺外科・褥創・創傷治療）町立病院兼古  副院長外

科

▼
問
合
せ　

町
立
病
院�
�
３
１
７
１

　

※
町
立
病
院
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見

　

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご

　

意
見
は
、
今
後
も
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

　

す
る
予
定
で
す
。

【
平
成　

年
度
の
主
な
経
費
削
減
項
目
】

１８

・
人
件
費
削
減　

２
千　

万
円

１００

・
委
託
内
容
の
見
直
し　
　

万
円

６５０

・
負
担
金
の
見
直
し　
　

万
円

８６

・
超
過
勤
務
の
改
善　
　

万
円

２５０

平成１０年度 平成１５年度 平成１８年度

５,０００
人

１０,０００
人

１５,０００
人

入院患者数の推移（表１）

２,２５０ ２,１２５

１６,５６０

１１,２６１ １０,０４５

１,２３８

内
科

外
科

内
科

外
科

内
科

外
科



広報かみふらの 2007.９  �

▼
町
議
会
議
員
の
定
数

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
の
定
数
は
、

市
町
村
の
区
分
、
人
口
規
模
に
応
じ
て
法
定

の
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

人
口
１
万
人
以
上
２
万
人
未
満
の
町
村
の

法
定
定
数
は　

名
で
す
。

２２

　

上
富
良
野
町
で
は
、
議
員
定
数
条
例
に
よ

り
、
今
回
の
選
挙
か
ら　

名
と
な
っ
て
い
ま

１４

す
。

　

な
お
、
現
在
の
町
議
会
議
員
定
数　

名
ま

１４

で
の
議
員
定
数
の
経
緯
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
昭
和　

年
８
月　

日
選
挙　

名�
　

名

４２

２０

２６

２０

・
平
成　

年
８
月　

日
選
挙　

名�
　

名

１５

１７

２０

１８

・
平
成　

年
８
月　

日
選
挙　

名�
　

名

１９

１９

１８

１４

党　派年齢候補者名得票数

無所属５５今村　辰義９７１当選

日本共産党５４米澤　義英７１８当選

無所属５０佐川　典子５８３当選

無所属５９向山　富夫５６１当選

無所属５９長谷川徳行５３６当選

自由民主党６９村上　和子５３４当選

自由民主党３８金子　益三４７１当選

無所属５０岩田　浩志４７０当選

無所属５６西村　昭教４１２当選

無所属６６岩崎　治男４１０当選

無所属６９中村　有秀３８６当選

無所属５９渡部　洋己３７６当選

無所属６５和田　昭彦３５８当選

無所属６２谷　　　忠３５６当選

上
富
良
野
町
議
会
議
員 　

名
決
定

１４

　　
   
任
期
は 
平
成　

年
８
月　

日
か
ら

１９

２５

　
　
　
　
    
平
成　

年
８
月　

日
ま
で

２３

２４

無所属７０梨澤　節三３１６落選

無所属６９仲島　康行３００落選

無所属７６小野　　忠２１５落選

無所属７９清水　茂雄１５５落選

▼
選
挙
結
果
と
投
票
状
況

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
選
挙
が
８
月　

日
１９

に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
町

議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
状
況
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

投票率期日前の投票者数投票者数選挙当日の有権者区分

８３.４８ ％ ※  １,１８９ 人  　４,１８０ 人  　５,００７ 人  男

８２.５１ ％ ※ 　９９８ 人  　４,００６ 人  　４,８５５ 人  女

８３.０１ ％ ※  ２,１８７ 人  　８,１８６ 人  　９,８６２ 人  計

投票率期日前の投票者数投票者数選挙当日の有権者区分

８４.０４ ％ ※   － 人  　４,２９１ 人  　５,１０６ 人  男

８１.３６ ％ ※   － 人  　３,９９９ 人  　４,９１５ 人  女

８２.７３ ％  ※   － 人  　８,２９０ 人  　１０,０２１ 人  計

前回（平成１５年８月１７日）の上富良野町議会議員選挙開票結果

今回（平成１９年８月１９日）の上富良野町議会議員選挙開票結果

※投票者数と投票率の数値は、期日前の投票者数を含んだ数値です。

※平成１５年８月１７日の選挙では、期日前投票制度がなかったため、
　期日前投票の人数はありません。

上富良野町議会議員選挙に関する問合せは、
上富良野町選挙管理委員会��６４００まで、ご連絡ください。

▼
議
長
と
副
議
長

　

議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

平
成　

年
８
月　

日（
水
）に
、
臨
時
町
議

１９

２９

会
が
開
会
さ
れ
、
次
の
と
お
り
議
長
と
副
議

長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。　

�４年前

上富良野町議会議員選挙結果（敬称略）
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▼
町
議
会
の
し
く
み
と
構
成

町
議
会
の
は
た
ら
き

　

町
議
会
で
は
、
町
民
の
意
思
を
反
映
し
た

行
政
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る

ほ
か
、
町
民
全
体
の
代
表
と
し
て
、
よ
り
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
予
算
、
決

算
、
し
ご
と
の
方
針
を
審
議
し
、
決
定
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

委
員
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
な
ど
を
よ
り
専
門
的
、

効
率
的
に
調
査
、
審
議
す
る
た
め
、
総
務
産

建
常
任
委
員
会
と
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
議
員
は
少
な
く
と
も
1
つ
の
常
任
委
員
会

に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
特
に
重
要
な
案
件
を
審
議
す
る
場

合
に
は
特
別
委
員
会
を
設
け
、
審
議
を
し
ま

す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
の
会
期
、

日
程
、
議
案
の
取
扱
い
な
ど
を
協
議
し
ま

す
。

本
会
議
（
定
例
会
・
臨
時
会
）

　

議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、　

月
の

１２

年
４
回
の
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ
て
開
催

さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
、
町
長
は
こ
こ
で
議

決
を
受
け
、
協
議
を
重
ね
て
具
体
的
に
し
ご

と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

上
富
良
野
町
議
会
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
議
会
事
務
局�
�
６
９
９
２
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
町
議
会
で
の
審
議
や
各
活
動
な
ど
は
、

　
『
議
会
だ
よ
り
』
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
産
建
常
任
委
員
会

総
務
産
建
常
任
委
員
会

・
構
成
メ
ン
バ
ー

・
構
成
メ
ン
バ
ー（
７
名
）

（
７
名
）…
別
途

…
別
途

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

・
構
成
メ
ン
バ
ー

・
構
成
メ
ン
バ
ー（
７
名
）

（
７
名
）…
別
途

…
別
途

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

・
構
成
メ
ン
バ
ー

・
構
成
メ
ン
バ
ー（
６
名
）

（
６
名
）……
向
山
富
夫

向
山
富
夫
、、

　

金
子
金
子
益
三
、

益
三
、
中
村
有
秀
、

中
村
有
秀
、
渡
部
洋
己
、

渡
部
洋
己
、

　

岩
崎
治
男
、

岩
崎
治
男
、
岩
田
岩
田
浩
志
浩
志

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

・
構
成
メ
ン
バ
ー

・
構
成
メ
ン
バ
ー（
６
名
）

（
６
名
）……
岩
田
岩
田
浩
志
、

浩
志
、

　

金
子
金
子
益
三
、
今
村
辰
義
、
佐
川
典
子
、

益
三
、
今
村
辰
義
、
佐
川
典
子
、

谷

忠
、
和
田
昭
彦

　

谷　

忠
、
和
田
昭
彦

※
敬
称
略

※
敬
称
略
、順
不
同
、

、順
不
同
、数
字
は
当
選
回
数

数
字
は
当
選
回
数

副議長・厚生文教常任委員
長谷川  徳 行  �

議長・総務産建常任委員
西 村  昭 教  �

総務産建常任委員長
渡 部  洋 己  �

総務産建常任副委員長
米 澤  義 英  �

総務産建常任委員
向 山  富 夫  �

総務産建常任委員
谷          忠  �

総務産建常任委員
岩 田  浩 志  �

総務産建常任委員
今 村  辰 義  �

厚生文教常任委員
岩 崎  治 男  �

厚生文教常任委員
佐 川  典 子  �

厚生文教常任副委員長
村 上  和 子  �

厚生文教常任委員
金 子  益 三  �

厚生文教常任委員長
中 村  有 秀  �

厚生文教常任委員
和 田  昭 彦  �
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「
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
」及
び

「
公
共
事
業
景
観
づ
く
り
指
針
」は
、

景
観
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た「
か

み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
条
例
」（
第
７

条
・
第
８
条
）に
基
づ
き
、景
観
づ
く

り
推
進
会
議
の
承
認
を
得
て
、平
成

　

年
４
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

１９
　
「
上
富
良
野
町
景
観
づ
く
り
基
本

計
画
」は
、建
築
や
看
板
設
置
な
ど
の

行
為
の
規
制
や
制
限
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。よ
り
良
い
景
観
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
観
点
か
ら
、届
出
行
為
に

対
す
る
助
言
と
協
議
を
行
う
機
会
を

持
つ
こ
と
を
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

�
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
づ
く

　

り
の
継
続
的
な
取
り
組
み

　

景
観
づ
く
り
は
、行
政
だ
け
で
行

う
の
で
は
な
く
、町
民
や
事
業
所
と

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

町
民
全
体
の
計
画
と
す
る
た
め
、

上
富
良
野
町
全
域
を
景
観
区
域
に
指

定
し
、町
民
が「
景
観
づ
く
り
の
方

針
」を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防風林・緑地の保全

十勝岳連峰への眺望保全

農地の保全 景観ポイントでの
視点場［見る

場所 ］形成

看板の集約化

自然景観と調和し
た沿道建物の形成

「街道景観」の方針イメージ

基
本
計
画
の
ね
ら
い

基
本
計
画
の
位
置
づ
け

上
富
良
野
町

上
富
良
野
町

景
観
づ
く
り

景
観
づ
く
り

基
本
計
画

基 
本 
計 
画

十
勝
岳
連
峰
を
望
む

お
お
ら
か
な
景
観
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
・・・

町
の
財
産
で
あ
る

こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
ま
す

�
景
観
阻
害
構
造
物
の
建
設
抑
制

　

一
定
規
模
以
上
の
行
為
に
対
し
て

届
出
を
義
務
づ
け
、改
善
が
必
要
な

場
合
は
変
更
命
令
を
出
し
ま
す
。

どんなことを
したらダメか

『べからず集』『べからず集』

��景観に配慮しない鉄塔など景観に配慮しない鉄塔など
の配置はダメ →代表的視　の配置はダメ　→代表的視

　点から見えない位置に点から見えない位置に

××

��耕作放棄地はダメ →借り耕作放棄地はダメ　→借り
上げ等による農地活用　上げ等による農地活用

××

��派手なのぼり旗や自動販売派手なのぼり旗や自動販売
機はダメ →設置規制や色　機はダメ　→設置規制や色
彩の変更　彩の変更

××

��沿道での廃車・廃屋の放置沿道での廃車・廃屋の放置
はダメ →撤去や前面植樹　はダメ　→撤去や前面植樹

　で目につかないよう工夫で目につかないよう工夫

××

��眺望を阻害する看板等の設眺望を阻害する看板等の設
置はダメ →行為の制限　置はダメ　→行為の制限

××

��観光スポットや沿道で乱立観光スポットや沿道で乱立
　する看板やのぼりはダメする看板やのぼりはダメ　
　→規制や集約化→規制や集約化

××

��稜線を分断する建築物等は稜線を分断する建築物等は
　ダメ →ダメ　→山麓の樹林の保全山麓の樹林の保全
眺望を阻害する　眺望を阻害する行為の回避行為の回避

××

��十勝岳への眺望を阻害する十勝岳への眺望を阻害する
　建築物はダメ →眺望の確建築物はダメ　→眺望の確
保　保

××

��街並みから浮いた建物の建街並みから浮いた建物の建
築はダメ →　築はダメ　→景観アドバイ景観アドバイ
スによる建物の調和　スによる建物の調和

××

��歩道上などに置かれている歩道上などに置かれている
たて看板やのぼりはダメ　たて看板やのぼりはダメ　

　→規制や集約化→規制や集約化

××

��景観を損なう場所にゴミ箱景観を損なう場所にゴミ箱
の設置はダメ →表通りに　の設置はダメ　→表通りに

　置かないなどの工夫置かないなどの工夫

××
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�
観
光
地
区
固
有
の
景
観
形
成
ル
ー

　

ル
づ
く
り

　

景
観
保
全
が
特
に
必
要
な
地
区
に

は
、独
自
の
基
準
を
設
定
し
ま
す
。

�
耕
作
地
の
保
全　

　

耕
作
放
棄
地
を
管
理
し
、郊
外
の

良
好
な
田
園
景
観
を
保
ち
ま
す
。

�
段
階
的
な
取
り
組
み
の
展
開

　

当
初
は
町
内
全
域
を
景
観
計
画
区

域
と
し
ま
す
が
、観
光
な
ど
で
特
に

重
要
な
地
域
は
独
自
の
基
準
を
設
定

し
、景
観
地
区
へ
移
行
し
ま
す
。

�
景
観
づ
く
り
を
先
導
す
る
公
共
事

　

業

　

町
自
ら
が
景
観
に
配
慮
し
た
公
共

施
設
整
備
に
努
め
、維
持
修
繕
な
ど

の
工
夫
で
景
観
の
向
上
を
図
り
ま

す
。（
例
え
ば
、色
の
塗
り
直
し
時
の

色
彩
配
慮
な
ど
）

　
「
景
観
資
源
の
優
位
性
」「
観
光
戦

略
上
の
重
要
性
」「
保
全
・
改
善
の
緊

急
性
」と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
に

立
ち
、地
区
・
路
線
の
重
点
指
定
の
必

要
性
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
の
た
め

に
は「
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
」が

必
要
で
す
。

　

上
富
良
野
町
全
域
を
景
観
計
画
区

域
と
し
ま
す
が
、全
て
の
町
民
に
対

し
て
、建
築
届
義
務
や
行
為
規
制
を

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
た

め
、大
規
模
な
建
築
や
開
発
行
為
の

み
を
届
出
対
象
行
為
と
し
ま
す
。

【
届
出
対
象
行
為
】

▼
建
築
物
・
工
作
物
の
新
築
、増
築
、

　

改
築
、移
転
、又
は
外
観
を
変
更
す

　

る
こ
と
に
な
る
修
繕
、模
様
替
え
、

　

色
彩
の
変
更

▼
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行

　

為
▼
た
だ
し
、「
高
さ　

ｍ
未
満
」か
つ

１５

　
「
建
築
面
積
１
千
㎡
未
満
」な
ど
一

　
「
十
勝
岳
へ
の
眺
望
保
全
」と「
北

国
の
自
然
と
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
保

全
」と
い
う
観
点
か
ら
、建
築
物
・
工

作
物
・
開
発
行
為
ご
と
に「
色
彩
」「
形

態
・
意
匠﹇
趣
向
・
デ

ザ
イ
ン

 

﹈」「
配
置
」に
つ
い

て
、基
準
を
設
定
し
ま
す
。

【
基
準
の
方
針
】

▼
上
富
良
野
町
内
の
代
表
的
な
視

　

点
か
ら
十
勝
岳
を
望
む
眺
望
を

　

阻
害
し
な
い
こ
と
。

▼
北
国
の
自
然
景
観
の
イ
メ
ー
ジ

　

を
損
な
う
原
色
の
色
づ
か
い
や

　

奇
抜
な
意
匠
を
し
な
い
こ
と
。

▼
上
富
良
野
町
の
風
景
と
調
和
し
、

　

多
く
の
人
に
好
感
を
持
た
れ
る

　

デ
ザ
イ
ン
を
心
が
け
る
こ
と
。　

ど
ん
な
と
き
届
出
が
必
要
？

　

重
点
地
区
又
は
重
点
路
線

　

の
指
定
の
考
え
方

規
制
基
準
を
定
め
ま
す

　

定
規
模
以
下
の
行
為
は
、届
出
の

　

適
用
除
外
と
し
ま
す
。（
こ
の
数
字

　

は
例
え
で
あ
り
、今
後
設
定
の
予

　

定
で
す
。）

「丘陵・田園景観」の方針イメージ

建物の前面植樹

看板の規制・集約

農地の保全

駐車場所や歩
行者道の整備

景観ポイントでの
視点場形成

協
働
で
進
め
る
景
観
づ
く
り

【
景
観
づ
く
り
推
進
会
議
】　

　

景
観
を
大
切
に
す
る
町
民
意
識
を

つ
く
り
出
し
、そ
の
た
め
に
必
要
な

知
識
を
町
民
が
習
得
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、よ
り
良
い
景
観

を
育
む
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、上
富
良
野
町
全
体
の
景
観
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

現
在
、学
識
経
験
者
な
ど
８
名
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
支
援
と
表
彰
制
度
】

　

景
観
づ
く
り
や
改
善
に
向
け
て
活

動
す
る
団
体
に
対
し
、ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
技
術
的
支
援
、活

動
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
上
富
良
野
町
景
観
賞
」と

し
て
、景
観
づ
く
り
に
特
に
貢
献
し

た
人
を
表
彰
し
ま
す
。

景
観
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

上
富
良
野
町
の
景
観
は
、特
性
ご

と
に
大
き
く
４
つ
に
分
類
で
き
ま

す
。特
性
を
生
か
し
た
、よ
り
良
い
景

観
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
必

要
で
す
。＊「
べ
か
ら
ず
集
」（
前
頁
）

�
街
道
景
観

　

視
点　

国
道（
郊
外
）

　

現
状　

観
光
客
の
主
要
動
線

　

戦
略　

お
っ
停
ま
っ
て
見
よ
う

　
�
方
針
イ
メ
ー
ジ
は
前
頁

�
丘
陵
・
田
園
景
観

　

視
点　

道
道
・
町
道
・
農
道

　

現
状　

隠
れ
た
観
光
資
源

　

戦
略　

い
い
写
真
が
撮
れ
そ
う

　
�
方
針
イ
メ
ー
ジ
は
左
イ
ラ
ス
ト

�
市
街
地
景
観

　

視
点　

市
街
地

　

現
状　

観
光
客
は
素
通
り

　

戦
略　

メ
シ
で
も
食
う
か

　
�
訪
れ
る
人
も
素
敵
に
感
じ
、町

　

民
も
誇
り
に
感
じ
る
景
観
づ
く
り

�
山
岳
景
観

　

視
点　

十
勝
岳
温
泉
周
辺

　

現
状　

隠
れ
た
観
光
資
源

　

戦
略　

日
常
を
忘
れ
る　

　
�
手
つ
か
ず
の
自
然
の
保
全
と
自

　

然
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
を
両
立

　

す
る
工
夫

「
上
富
良
野
町
景
観
づ
く
り
基
本
計

画
」は
、役
場
１
階
の
町
政
情
報
提

供
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、閲
覧
で
き

ま
す
。

問
合
せ　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
　
　
　
　
�
�
６
９
８
１

　

今
後
は
、届
出
対
象
行
為
と
な
る

規
模
の
設
定
、重
点
地
区
・
重
点
路

線
の
指
定
、景
観
重
要
建
造
物
・
樹

木
の
指
定
な
ど
を
行
う
た
め
の「
景

観
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
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歳（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は　

歳
）以
上
の
方
す
べ
て
が

７５

６５

平
成　

年
４
月
か
ら
新
し
い
医
療
制
度
へ
移
り
ま
す

２０

　

老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医
療

費
が
増
大
す
る
な
か
、国
民
皆
保
険

を
維
持
し
、医
療
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
仕
組
み
と
し
て
、高
齢
者
世
代
と

現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、公

平
で
わ
か
り
や
す
い
医
療
制
度
と
し

て「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
創
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
は
平

成　

年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
、平
成

２０

　

年
４
月
か
ら
は
新
た
に
独
立
し
た

２０「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
加
入
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、道
内

す
べ
て
の　

市
町
村
が
加
入
す
る
北

１８０

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
広
域
連
合
の
主
な
役
割
】

�
被
保
険
者
の
資
格
管
理

�
被
保
険
者
証
等
の
発
行

�
保
険
料
の
決
定
・
賦
課

�
給
付
に
関
す
る
審
査
・
支
払

【
町
の
主
な
役
割
】

�
加
入
や
脱
退
等
の
申
請
・
届
出

�
被
保
険
者
証
等
の
引
渡
し

�
保
険
料
の
徴
収

�
給
付
に
関
す
る
申
請
・
届
出

�
　

歳
以
上
の
方

７５

�
　

歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
の
あ

６５

　

る
方（
認
定
基
準
は
現
行
の
老
人

　

保
健
制
度
と
同
じ
）

　

現
在
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
、健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被

扶
養
者
の
方
は
、そ
れ
ら
の
医
療
保

険
を
脱
退
し
て
、「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

�
保
険
証
は
？

　

新
し
い「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

独
自
の
保
険
証
を
１
人
に
１
枚
発
行

し
ま
す
。

�
医
療
を
受
け
る
に
は
？

　

こ
れ
ま
で
は
、加
入
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
老
人
保
健
制
度
の
医
療
受
給

者
証
を
病
院
等
の
窓
口
に
出
し
て
い

ま
し
た
が
、平
成　

年
４
月
か
ら
は

２０

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
新
た
に
交
付
す
る「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」の
１
枚
を
提
示

し
て
、医
療
を
受
け
ま
す
。

�
保
険
料
は
、い
つ
、ど
の
よ
う
に
し

て
決
ま
り
ま
す
か
？

　

今
年　

月
頃
に
北
海
道
後
期
高
齢

１１

者
医
療
広
域
連
合
で
設
定
す
る
予
定

で
、２
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま

す
。保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、広

報
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら
？

　

１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、超
え
た

額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

新
し
い
制
度
の
目
的

制
度
を
運
営
す
る
の
は
？

対
象
者
は
ど
ん
な
人
？

後期高齢者医療制度
【平成２０年４月から】

老人保健制度
【平成２０年３月まで】

北海道後期高齢者医療広域連合上富良野町運営主体

同左７５歳以上（一定の障がいのある人は
６５歳以上）

対 象 者

同左１割負担（現役並み所得者は３割）医療費の
自己負担

　個人ごとに算定された保険料を対象
者一人ひとりが負担します。
　保険料は均等割と所得割で構成され、
原則として年金から天引きされます。
（所得の低い人は保険料の軽減あり）
　今まで保険料を支払っていなかった
健康保険組合等の被扶養者も負担する
ことになりますが、２年間は所得割を
課さず、均等割も５割軽減される経過
措置があります。

　老人保健制度での保険料負担は
ありませんが、各医療保険制度の
保険料を負担しています。
　健康保険組合等の被扶養者には
保険料がありません。

保 険 料

保険料　１割
公費　５割（国・道・町）
現役世代からの支援　４割

公費　５割（国・道・町）
現役世代からの支援　５割財源内訳

問
合
せ
先

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西　

丁
目

１４

　
�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

ｈｔｔｐ：／／ｉｒｙｏｋｏｕｉｋｉ－ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ／

老人保健制度と後期高齢者医療制度の比較老人保健制度と後期高齢者医療制度の比較

ど
う
な
り
ま
す
か
？

る
な
ど
、現
行
の
老
人
保
健
制
度
と

同
じ
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
費
の
自
己
負
担
額
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
そ

れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て

著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
、限
度
額

を
超
え
た
自
己
負
担
額
が
支
給
さ
れ

る「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
」が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度



� 広報かみふらの 2007.９

　

東
児
童
館
で
、
７
月　

日
か
ら
８
月
３
日

３０

ま
で
、
夏
休
み
あ
そ
ぼ
う
ラ
ン
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
『
石
け
ん
を
つ
く
ろ
う
』、『
ス
ラ
イ
ム
を
つ

く
ろ
う
』、『
超
能
力
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
』、

『
あ
っ
と
い
う
ま
の
ゼ
リ
ー
』、『
切
り
紙
で

あ
そ
ぼ
う
』
と
日
に
よ
っ
て
様
々
な
物
を
作

り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
何
で
か
な
？
と

不
思
議
に
感
じ
な
が
ら
も
楽
し
く
実
験
。

『
こ
ん
な
形
に
な
っ
た
ョ
』『
青
に
赤
を
加
え

て
み
た
』な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
に
で
き

上
が
り
。
自
由
研
究
に
役
立
っ
た
か
な
？

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
中
、
上
富
良
野
町
を
訪
れ

た
観
光
客
に
『
観
光
案
内
や
観
光
Ｐ
Ｒ
』
と

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
観
光
案
内
所
と
土
、
日
曜
日
に
は

今
年
で
き
た
見
晴
台
公
園
の
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
メ
ン
バ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
、
道

先
案
内
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ

を
。
駅
前
に
は
１
日
平
均　

〜　

人
の
観
光

５０

６０

客
が
訪
れ
て
お
り
、
最
近
は
外
国
人
観
光
客

も
増
え
、
言
葉
が
通
じ
な
い
時
に
は『
身
振
り

手
振
り
と
熱
意
』
で
。
旅
先
で
の
親
切
な
対

応
は
良
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
り
ま
す
。

　

町
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
代
表　

名
が

３７

出
席
し
て
、
第　

回
な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
が

１３

武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
ゲ
ー
ム
で
緊
張
を
解
い
た
あ
と
、
交

通
安
全
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
取

り
組
み
や
実
態
を
発
表
す
る
と
、
参
考
に
な

る
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
積

極
的
な
感
想
が
あ
り
、
同
じ
テ
ー
マ
を
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
と
も
に
考
え
る
場
と

し
て
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

共
通
の
テ
ー
マ
「
交
通
事
故
か
ら
大
切
な
命

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
！
」

　

西
児
童
館
で
、
７
月　

日
か
ら
８
月　

日

２４

２５

ま
で
の
１
か
月
間
、
お
化
け
屋
敷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
恒
例
と
な
っ
た
お
化
け

屋
敷
は
、
約
２
週
間
か
け
て
準
備
。
ミ
イ
ラ

や
ろ
く
ろ
首
等
の
お
化
け
、
壊
れ
た
障
子
に

大
蛇
と
、
暗
く
て
「
ヒ
ュ
ー
ド
ロ
ド
ロ
」
と

音
楽
が
流
れ
て
き
た
ら
雰
囲
気
は
満
点
。
約

１
〜
２
分
の
コ
ー
ス
に
『
１
人
じ
ゃ
怖
い
か

ら
２
人
で
』『
怖
い
け
ど
楽
し
い
か
ら
何
回

も
』と
、
子
ど
も
達
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
し

た
。
暑
い
夏
の
日
に
、
ヒ
ヤ
ッ
と
涼
ん
で
。

西
児
童
館

お
化
け
屋
敷
で
キ
ャ
ー

７／２４

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

駅
前
や
見
晴
台
公
園
で

８／１

第　

回
な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト

１３
み
ん
な
の
願
い
は
交
通
安
全

８／２２

７／３０

東
児
童
館

夏
休
み
ラ
ン
ド
で
ワ
ー
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 ccccccccccccccccccccoooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmcom通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
２００７.９月

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
どっと

保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

お知らせ

かみんプール・浴室休止
１０ 月 ８ 日（月）から
１０ 月 １１ 日（木）まで

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　

検査内容実施予定会場料　金対　象日　程

血清検査町立病院無　料
　小学3年生以上の方で
　5年以上この検査を受けていない
　町民の方

１0月４日 (木)

       ５日 (金)

　☆エキノコックス症ってどんな病気？

　　寄生虫の一種のエキノコックスの卵が何らかの機会に人の口に入ってしまった場合、卵が体内で幼虫となり、
　肝臓に寄生して起こる病気です。
　　感染してから約１０年以内は無症状の時期が続き、進行すると肝腫大、腹痛、黄疸、肝機能障害などが現れます。
　
　☆感染経路は？

　　人がエキノコックスに感染するのは、卵が口から入ったときだけで、人から人
　にうつることはありません。エキノコックスが寄生したキツネやそのふんに直接
　さわったり、汚染された山菜や沢水をそのまま口にすると感染の危険があります。
　
　☆早期発見・早期治療が大切です。

　　エキノコックス症は、放っておくとだんだん悪化して命にかかわることもあり
　ますので、早期に発見することが大切です。５年に一度は血清検査を受けて、感
　染していないことを確かめましょう。

エキノコックス症健康診断

備　考実施予定会場料　金対　象日　程種　類

　保健福祉総合
　センター

   ６９歳以下
1,700円  

   ７０歳以上
850円  

20歳以上   １0月1１日（木）
　

       8：45～  9：15
     10：30～10：45
     12：45～13：00
     13：45～14：00

子宮がん検診

定員90人

   ６９歳以下
2,000円  

   ７０歳以上
1,000円  

40歳以上乳がん検診

※７０歳以上は、昭和1３年4月1日以前生まれの方です。

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　がん検診

申込締切：9月2７日(木) まで
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教室開催スケジュール　１０月1日～１１月30日ププーールル
日土金木水火月

一般利用

一般利用　（10時～10時20分　流水タイム）９時～１0時３0分

一般利用金曜・朝筋
（30分）

かんたんアクア
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

はじめの一歩
（40分）一般利用１0時３0分～

一般利用１2時～１4時

土曜・昼筋
（30分）一般利用ヌードルエクサ

（40分）一般利用アクアビクス
（45分）

脚力のすすめ
（40分）１4時～

一般利用　（15時～15時20分　流水タイム）１5時～１9時

一般利用
ヌードルエクサ
（40分）

よくばりアクア
（60分）

脚力のすすめ
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

メンズエクサ
（40分）

ルンルンステップ
（40分）１9時～

一般利用　（20時～20時20分　流水タイム）２0時３0分まで

かかみみんん

こんな方に向いてます★指数教　室　内　容教室名

初めての方、高齢の方★1歩き方、姿勢、呼吸法などウォーキング・筋トレの基本を身につけよう！はじめの一歩

ヌードルの使用方法を知りたい方★2ヌードルを使って、ちょっと違うプールの時間を過ごしませんか？ヌードルエクサ

引き締まった体を手に入れたい方★3脂肪燃焼には欠かせない「筋肉」を鍛えよう！○曜・○筋

アクアビクス入門編★3アクアビクスの基本を身につけよう！…でも、しっかり動くと結構キツイかも�かんたんアクア

楽しくウォーキングをしたい方★3音に合わせてのウォーキング、かんたんなステップでウキウキ気分に！ルンルンステップ

脚力つけたい方★4歩いて走って…陸上で大変な動きでもプールなら楽に�できることも。脚力のすすめ

効率よく脂肪燃焼したい方★4あなたの脂肪を燃やすには有酸素運動！これでマイナス？kg燃焼ウォーク

アクアビクス上級編★5音に合わせて体を動かす！動かす！楽しく大きく動けば今日の主役はあなたデス�アクアビクス

体力に自信のある方★5「ウォーキング」「筋トレ」「アクアビクス」全てをこの時間に！男性もぜひよくばりアクア

男性のみの教室デス★5体を引き締めたい！または、自分を追い込みたい！という男性はこの教室へ！メンズエクサ

参加者限定の教室デス－水中運動で生活習慣病対策！いつまでも健康に！ヘルスアップ

教室開催スケジュール　１２月1日～３月3１日
日土金木水火月

一般利用

一般利用　（10時～10時20分　流水タイム）９時～１0時３0分

一般利用ヘルスアップ
（60分）

はじめの一歩
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

かんたんアクア
（40分）

ヘルスアップ
（60分）１0時３0分～

一般利用１2時～１4時

土曜・昼筋
（30分）

ルンルンステップ
（40分）

アクアビクス
（45分）一般利用火曜・昼筋

（30分）
ヌードルエクサ
（40分）１4時～

一般利用　（15時～15時20分　流水タイム）１5時～１9時

一般利用
よくばりアクア
（60分）

ヘルスアップ
（60分）

脚力のすすめ
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

メンズエクサ
（40分）

ヘルスアップ
（60分）１9時～

一般利用　（20時～20時20分　流水タイム）２0時３0分まで

＊お知らせ＊
上記のスケジュールは、１０月１日から１１月３０日まで のものです。
１２月から国保ヘルスアップ事業の水中運動教室が開催されるため、毎週月・金曜日の１０時30分と１９時の教室は、参加者限定
となり、下記のスケジュール（１２月１日～３月３１日）に変更しますので、ご注意ください。

教室についてのご注意
・各教室の受付は、当日の教室開始１０分前からプール受付にて行います。（定員を大幅に超える場合抽選になることがあります。）
・各教室の定員は２０名です。「大幅に定員を超えた場合」や「教室途中からの参加」等は教室に参加できない場合があります。
・「この教室に次回も参加したい」という方は、次回教室の『優先予約』が取れます。予約期間は、参加希望教室開始の３日前から前日まで、
　予約定員は１０名です。詳しくはプールスタッフまでお問合せください。
　　（ご注意：電話予約や本人以外の予約はできません。指導員又はプールスタッフまで直接お申し込みください。）
・「流水タイム」は、毎日時間内でフローマシンをご利用いただけます。開催時には１コース使用することになりますので、ご了承ください。
    なお、日曜日の流水タイムは１５時からの１回のみですのでご注意ください。
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時
間

・
月
〜
金
曜
日

　

８
時　

分
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時　

分
ま
で

３０
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（
※
月
曜
日
の
み
、　

時
ま
で
）

１９

・
第
２
土
曜
日　

９
時
〜　

時
ま
で

１６

売
却
し
ま
す

事
務
用
机
・
書
類
棚
な
ど

総
務
課 
企
画
財
政
班
�
�
6
9
8
0

　

町
で
は
、
職
員
の
削
減
に
よ
り
不

要
に
な
っ
た
事
務
用
机
や
書
類
棚
な

ど
を
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
売
却

し
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
に
、
次
の
と
お
り
売
却

し
ま
す
の
で
、
物
置
の
整
理
棚
な
ど

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

売
却
日
時　

９
月　

日（
月
）　

時
〜

２４

１０

　
　

時
１６

売
却
場
所　

旧
島
津
会
館
（
基
線
北

　
　

号
）

２２
売
却
す
る
物
品　

事
務
用
机
、
事
務

　

椅
子
、
書
類
棚
、
パ
ソ
コ
ン
デ
ス

　

ク
、
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

と
し
て
、　

月
を
目
途
に
町
長
の
諮

１１

問
機
関
で
あ
る
『
総
合
計
画
審
議
会

（
以
下
「
審
議
会
」）』
を
設
置
し
ま

す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
町
内
の
お
も

だ
っ
た
団
体
の
代
表
者
と
一
般
公
募

の
委
員
の　

名
以
内
に
よ
っ
て
構
成

１５

し
、
そ
の
運
営
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
議
会
の
設
置
に
あ
た

り
、
一
般
公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
募
集
人
員　

５
名
以
内
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応
募
多
数
の
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は
町
規
定
を

　

参
考
に
選
考
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ま
す
）
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で
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月
１
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の
時
点
で
、　

歳
以

１８

　

上　
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満
の
方
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任
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審
議
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か
ら
終

　

了
ま
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（
平
成　
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月
か
ら
約

１９

１１

　

１
年
程
度
）

④
設
置
月
日　
　

月
１
日（
予
定
）

１１

⑤
応
募
期
日　
　

月
５
日（
金
）ま
で

１０

⑥
応
募
方
法　

来
庁
ま
た
は
電
話
、

　

メ
ー
ル
等
に
て
総
務
課
ま
で
ご
応

　

募
く
だ
さ
い
。

⑦
問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
総

　

合
計
画
担
当
主
幹
ま
で
、
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

価
格　

原
則
１
品　

円
１００

購
入
方
法　

当
日
現
金
で
の
支
払
い

購
入
で
き
る
方　

町
民
、
町
内
に
事

　

業
所
を
有
す
る
方

そ
の
他　

配
達
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

　

各
自
で
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
企
画

　

財
政
班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
老
後
に
受
け
取
る
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
に
つ
い
て
も
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
年
金
権
を

確
保
す
る
た
め
に
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
て
も
保
険
料
の
納
付
が
確
認
で
き

な
い
場
合
に
、
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
ま
た
は
北
海
道
社
会
保
険
事
務

局
が
委
託
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら

『
電
話
』
に
よ
り
納
付
の
お
願
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
託
を
受
け
た
事
業
者
は
、
国
家

公
務
員
と
同
様
の
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
、
必
要
な
情
報
以
外
は

閲
覧
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
い
て

１９

は
、『
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
が
電
話
に
よ
る
納

付
の
お
願
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、
平
成　

年
度
を
開

２１

始
年
度
と
す
る
「
第
５
次
上
富
良
野

町
総
合
計
画
」
の
策
定
作
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を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
業
の
第
１
段
階
と
し
て
、

１
千　

名
の
町
民
の
方
を
対
象
に
ア

３００
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ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
の
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重
な
ご
意
見

を
い
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だ
き
ま
し
た
。
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結
果
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現
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分
析
作
業
中
で
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結
果
が
ま
と

　

ま
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次
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等
で
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皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

は
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
・
休
日
に
も
電
話
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
旭
川
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

９
月　

日
〜　

日
は
、

２１

３０

『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』
で
す

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
没
が
早
ま

り
、
夕
暮
れ
時
の
移
動
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

薄
暮
時
に
は
、
自
転
車
の
み
な
ら

ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
早
め
に
ラ
イ
ト

点
灯
を
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た
運
転

を
心
掛
け
、
交
通
安
全
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歩
行
者
も
明
る
い
服
装
や

反
射
材
を
着
用
し
、
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
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今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
も
と

よ
り
、
さ
ら
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

な
が
ら
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
上

富
良
野
の
今
後　

年
を
描
く
屋
台
骨

１０

tsuji-t@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp
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験
資
格　

実
務
経
験
８
年
以
上
、

う
ち
調
理
師
免
許
を
有
し
て
い
た
期

間
３
年
以
上
の
方

試
験
実
施
日

日
本
料
理
・
西
洋
料
理
・
麺
料
理

・
実
技
試
験　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１２
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土
）〜
２
月　

日（
金
）

２２

・
学
科
試
験　

平
成　

年
１
月　

日

２０
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（
日
）

試
験
実
施
場
所

・
日
本
料
理　

札
幌
市
、
仙
台
市
な
ど

・
西
洋
料
理　
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台
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、
東
京
都
な
ど

・
麺
料
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京
都
、
大
阪
市

受
験
手
数
料

・
実
技
試
験
の
み　

１
万
８
千　

円
８００

・
学
科
試
験
の
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３
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７００

・
実
技
と
学
科
試
験
を
受
験

　

２
万
2
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円
５００

受
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申
請
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求
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１
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区
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町
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Ｃ
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ビ
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（
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

※
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

　

し
た
返
信
用
封
筒
（　

円
分
の
切

１４０

　

手
を
貼
付
）
を
同
封
し
請
求
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
後
期
調
理
技
術
審

１９

査
・
技
能
検
定
試
験
が
、
次
の
と
お

の
行
わ
れ
ま
す
。

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ
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無
料
相
談

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

旭
川
地
方
法
務
局 
人
権
擁
護
課

�
０
１
６
６�
３
９
４
３

　

旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
旭

川
地
方
法
務
局
で
は
、
次
の
日
程
に

よ
り『
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
』

を
開
設
し
ま
す
。

　

近
隣
と
の
争
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

婦
関
係
、
金
銭
貸
借
、
学
校
で
の「
い

じ
め
・
体
罰
」
や
「
不
登
校
児
」
問

題
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

日
時　
　

月
２
日（
火
）　

時
〜　

時

１０

１３

１５

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
か
み
ん
」

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

　

務
局
職
員

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
旭
川
地
方
法

　

務
局
人
権
擁
護
課
ま
で
、
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

資
格
試
験

後
期
調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

　

事
故
の
内
容
を
み
る
と

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運

　

転
で
路
外
施
設
に
衝
突
す
る
な
ど

　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ル
ー
ル
無
視
」

○
ぼ
ん
や
り
に
よ
り
、
青
信
号
で
横

　

断
中
の
歩
行
者
を
は
ね
る
、
一
時

　

停
止
せ
ず
交
差
点
に
進
入
す
る
な

　

ど
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
散
漫
」

○
横
断
歩
道
外
を
横
断
す
る
歩
行
者

　

や
勝
手
気
ま
ま
に
走
行
す
る
自
転

　

車
な
ど
「
歩
行
者
、
自
転
車
の
注

　

意
散
漫
と
ル
ー
ル
無
視
」

　

８
月　

日
、
本
道
の
交
通
事
故
死

１４

者
は　

名
と
な
り
、　

日
ぶ
り
の
全

１６０

９５６

国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
い
う
極
め
て
深

刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の

犠
牲
者
を
１
人
で
も
減
少
さ
せ
る
た

め
、
関
係
機
関
、
団
体
、
そ
し
て
多

く
の
道
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
交
通

安
全
運
動
に
取
り
組
み
、
３
年
連
続

の
『
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
回
避
』
を

目
指
し
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
７
月
か
ら
重
大
事
故
が
急
増

し
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道 
地
域
振
興
部 
環
境
生
活
課

�
０
１
６
６�
５
９
２
３

非
常
事
態
宣
言

受
験
申
請
書
受
付　

９
月　

日（
月
）

１０

　

〜　

月
５
日（
金
）消
印
有
効

１０

問
合
せ　

詳
し
く
は
、（
社
）調
理
技

　

術
技
能
セ
ン
タ
ー�
０
３
‐
３
６

　

６
７
‐
１
８
６
７
ま
で
、
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

〜
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

『
交
通
死
亡
事
故
多
発
・
非
常
事
態
』

　

こ
れ
以
上
犠
牲
者
を
増
や
さ
な
い

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
自
転
車
、
歩

行
者
の
1
人
ひ
と
り
が
良
く
考
え
た

行
動
を
実
践
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　

・
北
海
道
知
事

　
　
　

・
北
海
道
警
察
本
部
長

　

看護師募集中！
　

　　町立病院では、看護師を募集しています。
　　希望される方は、ご連絡をお願いします。
　
　

【連絡先】上富良野町立病院 ��３１７１
　
　※勤務条件など詳細については、電話等でご確認ください。

就
業
構
造
基
本
調
査

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

統
計
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、　

月
１
日

１０

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の
就

業
・
不
就
業
の
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
雇
用
対
策
を
は
じ
め
経

済
政
策
な
ど
の
企
画
、
立
案
を
す
る

う
え
で
重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
統

計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
総
務

　

班
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

お
忘
れ
な
く

　

前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き
を
警

察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協

会�
�
０
１
１
０

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

優
良
講
習（　

分
）

３０

▼
９
月　

日（
金
）　

時
〜

１４

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
９
月　

日（
木
）　

時
〜

１３

１８

　

中
富
良
野
町
公
民
館

▼　

月
５
日（
金
）　

時
〜

１０

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼
９
月　

日（
火
）　

時
〜

２５

１３

▼　

月
５
日（
金
）　

時
〜

１０

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

違
反
等
講
習（
２
時
間
）

▼　

月　

日（
水
）　

時
〜

１０

１０

１３

▼　

月　

日（
木
）　

時　

分
〜

１０

２５

１４

３０

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

初
回
講
習（
２
時
間
）

▼
９
月　

日（
金
）　

時
〜

１４

１４

▼　

月　

日（
月
）　

時
〜

１０

１５

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

※
お
手
元
に
届
く
「
運
転
免
許
証
更

新
連
絡
書
」
で
確
認
の
上
、
受
講

・
医
師
免
許
取
得
後
、
２
等
陸
、
海

　

空
尉（
幹
部
職
）

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
日
頃
の
行
政
に
つ

い
て
町
職
員
が
講
師
と
な
り
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
し
ま
す
。

　

５
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で

申
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
日
に

　

実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

町
で
は
、
町
民
参
画
に
よ
る
町
づ

自
衛
官
採
用
試
験

上
富
良
野
地
域
事
務
所

�
�
３
４
１
２

募
集
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
採
用
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
看
護
学
生

資
格　

高
卒（
見
込
み
含
）〜　

歳
未

２４

　

満
受
付
期
間　

９
月　

日（
金
）ま
で

２８

試
験
日

１
次　
　

月　

日（
日
）

１０

１４

２
次　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１１

１７

１８

合
格
発
表

１
次　
　

月
１
日

１１

最
終　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１０

待
遇
・
そ
の
他

・
修
学
年
限
３
年

・
看
護
師
免
許
取
得
後
、
２
等
陸
曹

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格　

高
卒（
見
込
み
含
）〜　

歳
未

２１

　

満
受
付
期
間　

９
月　

日（
金
）ま
で

２８

試
験
日

１
次　
　

月
３
日（
土
）、
４
日（
日
）

１１

２
次　
　

月
５
日（
水
）〜
７
日（
金
）

１２

合
格
発
表

１
次　
　

月　

日

１１

２７

最
終　

平
成　

年
２
月　

日

２０

１５

待
遇
・
そ
の
他

・
修
学
年
限
６
年

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
上
富
良
野
地

　

域
事
務
所
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

kam
ifuplo@

yahoo.co.jp

●
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

資
格　

高
卒（
見
込
み
含
）〜　

歳
未

２１

　

満
受
付
期
間　

９
月　

日（
金
）ま
で

２８

試
験
日

１
次　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１１

１０

１１

２
次　
　

月　

日（
火
）〜　

日（
金
）

１２

１１

１４

合
格
発
表

１
次　
　

月
５
日

１２

最
終　

平
成　

年
２
月　

日

２０

１５

待
遇
・
そ
の
他

・
修
学
年
限
４
年

・
卒
業
後
１
年
で
、
３
等
陸
、
海
、

　

空
尉（
幹
部
職
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ＱＲコード

出
前
講
座

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

�
�
６
９
８
５

広
報
広
聴

jichi@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

講
座
メ
ニ
ュ
ー　
　

講
座

２８

※
詳
し
い
講
座
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
ま
で
、

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発

富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

　

過
激
派（
極
左
暴
力
集
団
）は
、
社

会
主
義
・
共
産
主
義
革
命
を
目
指
し
、

平
和
で
自
由
な
民
主
主
義
社
会
を
暴

力
で
破
壊
、
転
覆
し
よ
う
と
企
て
て

い
る
反
社
会
的
集
団
で
す
。

　

ま
た
、
各
種
の
違
法
行
為
は
非
公

然
活
動
家
が
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
潜

伏
し
て
い
る
「
非
公
然
ア
ジ
ト
」
を

拠
点
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
警
察
で
は
、
道
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ら
過
激

派
の
破
壊
に
向
け
て
、
非
公
然
ア
ジ

ト
の
摘
発
、
非
公
然
活
動
家
の
発

見
、
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で「
変
だ
な
」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最

寄
り
の
警
察
署
ま
で
、ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。

連
絡
先　

富
良
野
警
察
署�
�
０
１

　

１
０
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
を
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健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康

　先月号の谷口さんからめぐって、炭田さんに
お逢いしました。
　『谷口さんとは、職場のライスセンターで知り
合いました。ライスセンターには、今年の７月
から働きに来ています。秋頃まではライスセン
ターで働き、冬期間は富良野緑峰高校の農業特
別専攻科（２か年）で農業の勉強をしています。
農業の勉強をしているのは、実家が水田農家の
ため小さい時から畑仕事に触れ、また長男とい
う事もあり自然と跡継ぎは自分かなと。３人の
姉が農業に全然関心なかった？事もあり…。高
校卒業後、札幌の農業専門学校で２年間農業実
習を主に勉強。そして、緑峰高校で農業の専門
知識・技術を学んでいます。大型自動車、大型特
殊、けん引、フォークリフトの免許もすでに取
得し、後はいろんな経験を積み重ねながら』

 炭  田      
すみ た

 祥  伍     さん
しょう ご

昭和６２年生まれ
東４線北２３号

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももににににににににににににににににににににににににににににににににににととととととととととととととととととととととととととととととととととっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののののののののののののののの朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食のののののののののののののののののののののののののののののののののの大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切ささささささささささささささささささささささささささささささささささ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

んなどの炭水化物は、すぐに消化され、ブドウ糖となって血
液に行き届く特長があります。脳や筋肉、臓器のエネルギー
になる「ガソリン」の役割を果たすのです。
　

～朝食をとるコツ～
　寝ている間に消化されて、朝食前には胃の中が空になって
空腹感がおこります。胃は目よりも30分程度遅く目覚めると
されていますから、起床～朝食までの時間をあけることが、
朝食をとるコツです。また、夜更かしをして、夜遅くに間食
すると朝食が食べられないといった悪循環になってしまいま
す。
　保育園では１１時に昼食、１５時におやつを食べます。朝は７
時くらいまでには起き、夜は８時から８時３０分くらいまでに
は寝るように心がけましょう。

　　　　　　　　　－問合せ－わかば愛育園��２８０３

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

皆さんはきちんと朝ごはんを食べていますか？朝食を食べない子　皆さんはきちんと朝ごはんを食べていますか？朝食を食べない子
どもほど疲れやすく、身体の活動も頭脳の働きも鈍ることは、12年どもほど疲れやすく、身体の活動も頭脳の働きも鈍ることは、12年
前の国民栄養調査でも指摘されています。前の国民栄養調査でも指摘されています。
しかし、誰もが朝食の必要性を認めてはいるものの、一向に欠食　しかし、誰もが朝食の必要性を認めてはいるものの、一向に欠食

率は下がってないようです。率は下がってないようです。
そこで、今回は改めて『朝食の大切さ』について考えてみたいと　そこで、今回は改めて『朝食の大切さ』について考えてみたいと

思います。思います。

～朝食の役割～
①寝ている間に下がっている体温を高め、身体活動を活発に
　する。
　私たちの身体は、脳からの指令をうけて神経系や内分泌系
が働きはじめ、ほとんどが２４時間周期のリズムで体内調整さ
れています。体温や血圧が昼高くて夜低いのもこのためで
す。朝食を食べて体温を高め、１日を元気に過ごしましょう。
　

②ホルモンや酵素の分泌を促し、生体リズムを整える。
　朝食を正しくとっていると、その１時間位前から消化液分
泌の準備がはじまり、腸の運動がスタートします。しかし、
朝食を食べない習慣がついているとこういった準備態勢が起
こらず食欲もわいてきません。生体リズムを整えるには、ま
ず、１日３食、時間を定めてきちんと食べることが大切です。
　

③脳のエネルギー源である糖質を補給し、知的活動を活発に
　する。
　子どもの発育、発達に関わる成長ホルモンは、夜のレム睡
眠時に多く分泌され、朝に活性化します。そのため、朝食を
食べて糖質を補給しなければ、脳が円滑に働きません。ごは

第第３３６６回回
十十勝勝岳岳温温泉泉郷郷

紅紅葉葉キキャャンンペペーーンン
今年は ９月２２日 土 から２４日 祝 ３日間

キャンペーン開催施設は下記の６カ所
�

湯　元 凌　雲　閣
国民宿舎 カミホロ荘
ヒュッテ バーデンかみふらの

吹上温泉 白　銀　荘
フロンティア フラヌイ温泉
富良野ホップス トーアスホテル

　

　２３日 日 限り
　町営バスを無料運行します。
　ぜひご利用ください。
　

　上富良野駅前 �� 十勝岳温泉

     ９ : ３３      １０ : ２９
     １３ : １９      １４ : ０７
     １６ : ３１      １７ : ２７
　

　お願い
　駐車場がせまく、混雑が予想
　されますので、バスのご利用
　をお願いします。

期間中は、いろんなサービスを
行っています。
【問合せ】
  （社）かみふらの十勝岳観光協会
　　　　　　　  　��３１５０



町立病院へ
◎炭田ミヨ子さん（大町３丁目）から夫・
光男さんの死去に際し、５万円を

◎三島スエ子さん（東６線北２１号）から
夫・敏未さんの死去に際し、５万円を

◎喜来光雄さん（西２線北２６号）から母・
とし子さんの死去に際し、３万円を

◎今野妙子さん（旭川市永山４条１３丁目）
から夫・吉勝さんの死去に際し、１万
円を

ラベンダーハイツへ
◎結城　守さん（扇町１丁目）から妻・
與志さんの死去に際し、入所者用にと
普通型車イス１台を

社会福祉協議会へ
◎秋山由紀子さん（新町２丁目）から夫・
茂明さんの死去に際し、５万円を

◎喜来光雄さん（西２線北２６号）から母・
とし子さんの死去に際し、２万円を

◎渡辺清勝さん（西３線北２２号）から母・
ヒサコさんの死去に際し、５万円を

◎小野功悦さん（新町４丁目）から福祉
に役立ててくださいと、２万円を

◎小川笑子さん（東４線北２３号）から母・
サクさんの死去に際し、５万円を

た
く
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ん
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広報かみふらの 2007.９  �

　広報誌に掲載された写真は、希望者に
　プリント等で差し上げています。
　希望される方は、広報担当者まで、ご
　連絡ください。
　
　　　町民生活課自治推進班��６９８５

　一般住民の皆さんが行う心肺蘇生法が誰でも簡単に行えるよう観察項目・手順
等が変更されました。
　

　これまでの心肺蘇生法とくらべ、最も大きな変更点は、心臓マッサージの意義
が強調されていることです。

身につけよう応急手当！！
　北消防署では、心肺蘇生法を中心としてけがをしたときの応急手当、ＡＥＤの
使用法など、皆さんが希望する内容に合わせた講習会を随時受付しています。
　講習会の開催時間、参加人数は問いませんので、ぜひ気軽にお申込み・お問合
せください。

問合せ先 �北消防署救急係��２１１９まで

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
消防本部・北消防署

��２１１９

署防消

心肺蘇生法が簡単に行えるよう変更されました！

　効果的に蘇生を行うには、『で
きるだけ早期から十分な強さと十
分な回数の心臓マッサージを絶え
間なく行われることが重要です』
　

このため、例えば
①循環のサイン（息・咳・動き）
　の確認を不要とし、心肺蘇生法
　開始の判断を早める。
②口対口の人工呼吸がためらわれ
　る場合などには、人工呼吸を省
　略して心臓マッサージのみを行
　う。
③心臓マッサージ３０回と人工呼吸
　２回の組み合わせを繰り返す。
④ＡＥＤによる電気ショックの連
　続回数が最大３回から１回に変
　更され、電気ショック後はただ
　ちに心臓マッサージを行う。
などの点が変わっています。
　

　その他にも子ども（８歳未満）
に対して成人（８歳以上）との違
いを気にせずに心肺蘇生法が行え
るよう工夫されており、またＡＥ
Ｄについても、新たに１歳以上８
歳未満に対して使用することが認
められています。

�反応を確認する

�助けを呼ぶ（１１９番通報とＡＥＤの手配）

�気道の確保　と　�呼吸の確認

正常な呼吸（普段どおりの息）をしているか？

�人口呼吸２回（省略可能）

��胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回の
組み合わせをくり返す

圧迫は強く、速く（約100回/分）、絶え間なく
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

�ＡＥＤ到着
電源を入れる。電極パッドを装着する。

�心電図の解析
電気ショックは必要か？

 �電気ショック１回
 �その後ただちに
 　胸骨圧迫と
　 人口呼吸を再開
　 ５サイクル（２分間）

 �その後ただちに
　 胸骨圧迫と
　 人口呼吸を再開
　 ５サイクル（２分間）

  回復体位に
  して様子を
  見守る

反応なし

している

していない

必要なし必要あり

処置

観察

救命の連鎖

早い１１９番通報 早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置

あなたの大切な命を守るため

住宅用火災警報器 の設置を！
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『とんぼ』

　模様の貼り方を工夫してい
ますね。にこにこ笑う表情を
ストローの曲げ方で素敵に表
現できました。
　　　　　　　　（山形先生）

 杉本 　実優     ちゃん
すぎもと み ゆ

（平成１３年生まれ・中町３丁目）

　羽いっぱいに模様の折り紙
を貼ってくれました。キラキ
ラ輝き、空高く飛べそうなトン
ボが完成しました。
　　　　　　　　（山形先生）

 飯村 　奎杜
いいむら

     くん
けいと

（平成１３年生まれ・新町２丁目）

『とんぼ』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■手紙やハガキ、最近書いています
か？　私は、旅行で知り合った今年
８７歳の方と、１０年以上手紙のやりと
りをしています。旅先でノンビリと
ハガキを書くのも好きです。メール
は便利で気軽にできますが、自筆の
手紙やハガキが届くとうれしいです
よね。（床鍋）

■『適当？なのか』状態や要求にちょ
うどよく合う事。ではなく、表面上
つじつまが合うように、要領よくと
いう意味で。つい嫌な事から離れて
関わらないように…。　そのため？
北海道マラソンでも惨敗。練習も休
んでばかりでは『ヤッパリ』の結果
に。結果は正直なものですネ（林下）

卯月も秋楓もお絵かきが大好きで、
毎日しています。そこに舞桜も入っ
ていつも３人でのお絵かき合戦に。
時々ケンカもしますが、とても仲の
良い３姉妹�このままいつまでも

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

獣拳戦隊ゲキレンジャーにハマッて
いて、毎日『戦いゴッコ』をしていま
す。とにかく屋外で遊ぶのが大好き
な永真！暑い日は水浴びをしながら
元気いっぱい走りまわっています。

広瀬       永真
ひろせ

    く
ん 

とおま

 　　　　 　（３歳２か月） 
周俊さん･美奈さんの子（西４線北３２号）

� 広報かみふらの ２００７.９

津市安東小学校と西小の学校間交流津市安東小学校と西小の学校間交流
（７月２３日郷土館で歴史の勉強）（７月２３日 郷土館で歴史の勉強）

●人のうごき●
平成19年８月３１日現在

(　)は前月比

(－９)12,２９０人人 口
(－１３)６,２３３人男
(＋４)６,０５７人女
(－１０)5,３５４世帯世 帯

大介さん･理恵さんの子（泉町１丁目）

 木村  卯月    ちゃん・舞桜
きむら うつき

    ちゃん・秋楓
さくら

    ちゃん

かえで

  （５歳５か月）・（１歳４か月）・（３歳１１か月） 
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　��3562

開館時間
9：30～18：0０（月曜日・祝日は休館）

上富良野町子どもの読書活動推進事業実施！
  上富良野町読書推進協議会では、幼児期から中学生まで絵本や本を読み聞かせすることにより、読書の習慣を身
につけたり、また、情緒性をはぐくむことを目的に、小学校や保育所、乳幼児健診の場などで、子どもの読書活動
を支援しています。
　具体的には、小学校で朝の読書時間に絵本を読み聞かせして読書への関心を高めたり、７・10か月健診で絵本の
読み聞かせをしながら、絵本を介してことばかけをすることで、親子の絆とコミュ
ニケーションを深めるなどの支援を、読み聞かせボランティアと図書館職員等で
行っています。
　事業を行うことで、子ども達の読書へのきっかけづくりとなってきています。
　また、読書活動に協力していただけるボランティアの方を募集していますので、
ご興味のある方は、図書館「ふれんど」までお問い合わせください。

※　今月の新刊案内については、町ホームページの図書館「ふれんど」と
　図書館内に設置しています「新刊案内」をご覧ください。

北海道吹奏楽コンクール全道大会北海道吹奏楽コンクール全道大会金賞受賞金賞受賞
　上富良野小学校スクールバンドと上富良野中学校吹奏楽部は、８月２日に旭川市民文化会館で行われた「第５２回
北海道吹奏楽コンクール」旭川地区予選で、日ごろの練習の成果を遺憾なく発揮し、見事全道大会出場の切符を手
にしました。全道大会への出場は、両校とも初めてで、成績発表で金賞受賞と全道大会出場権獲得が発表される
と、児童生徒から歓声が沸き起こり、会場に集まった多く
の保護者や学校関係者もともに喜びを分かち合いました。
　北海道吹奏楽コンクールは、昭和３１年からスタートした
歴史ある大会で、全道の各地区で予選が行われ、優秀な成
績を収めた学校が全道大会への出場権を得ることができま
す。
　全道大会は、９月１日札幌コンサートホール「Ｋｉｔａｒａ」
で開催され、出場した上富良野小学校スクールバンドと上
富良野中学校吹奏楽部の両校とも日ごろの実力を思う存分
発揮し、すばらしい演奏を披露しました。
　当日、上富良野小学校スクールバンドは、甲斐・小山両
教諭の指導のもとでつくりあげた「シャロム！」を演奏。３７
名が一体となり美しいハーモニーを奏で、演奏終了後、会
場内に大きな拍手が響き渡りました。一方、上富良野中学
校吹奏楽部は、中学校Ｂ編成（３５名編成）の部に出場し、
喜歌劇「こうもり」セレクションを演奏しました。指揮者
の山口清司教諭が指揮棒を振り下ろすと、それまで緊張し
ていた生徒たちも、それぞれの楽器から美しい音色を奏で、
会場の観衆も聴き入っていました。
　結果は、両校とも金賞という輝かしい成績を収めること
ができ、さらに上富良野中学校吹奏学部は、１０月６日に石
川県金沢市で開催される「第７回東日本学校吹奏楽大会」
の出場権も獲得。二重の喜びに生徒、保護者、学校関係者
も感激し、会場からも大きな拍手が送られました。

上富良野小学校 上富良野中学校

上富良野小学校スクールバンド上富良野小学校スクールバンド

上富良野中学校吹奏楽部上富良野中学校吹奏楽部

上上富富良良野野中中学学校校はは全全国国大大会会へへ!!
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 第44回総合文化祭　　　　 　　              　    �社 1１／3～ 44中国悠久の調べ　　　　　    　　                    �か 火10／２

 パークゴルフ場 クローズ　　                                　    　�パ 日日33町民芸術劇場（幼児の部）    　　　       �公 木　 ４

 秋の登山           　　　日日７７

  ハロウィンパーティ             　　                      �社  土13

図書館フェスティバル           　　　　　　　　　　　　　　　　　  �図 20～2211

�社  … 社会教育総合センター
�パ  … 上富良野町パークゴルフ場
�公  … 公民館　　　　   �図  … 図書館
�か  … 保健福祉総合センターかみん

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

自自主主企企画画芸芸術術鑑鑑賞賞事事業業

中国悠久の調べ♪♪
　揚琴、アコーディオン、ピアノが
奏でるコンサートです。
　ぜひ、足をお運びください。
日時　 １０月２日（火）　
　　　　 開場　１８：００
　　　　 開演　１８：３０
会場　 保健福祉総合センターかみん
料金　 一般　　　　　 １,０００円
　　　 小・中・高校生　５００円
※　チケットについては、社会教育
　総合センターで販売しています。

�  天体観測会  �
　１２月までの観測会をお知らせします。
皆さんの参加をお待ちしています。

�参加料：無料
�悪天候の場合は、天体映像鑑賞に　
　変更となります。

公民館講座

 ハロウィンパーティ
　英語指導助手のダナさんと外国の
ゲームを通じて、異文化に触れる機
会ですので、ぜひ参加ください。
日　時　 １０月１３日（土）　１３：３０～
会　場　 社会教育総合センター
対象・定員　 小学生・６０名
参加料　 ３００円

観測内容会場日時
中秋の名月
海王星

西小学校

チャレン

ジ天文台

９月２５日(火）
２０時～２１時

上弦の月
天王星、海王星

10月19日(金）
１８時～１９時

上弦の月
天王星、海王星
アンドロメダ大
星雲

11月18日(日）
１８時～１９時
12月17日(月）
１８時～１９時

　昨年３月に閉校した清富小学校は、今年の4月から清富多世代交流センターとして、

町内外の学校や団体などの合宿、地域住民の集会施設として活用されています。

　多世代交流センターを活用する利点と

しては、50人規模の団体が研修施設、ス

ポーツ、文化活動などそれぞれの活動に

合わせて利用できることです。また、施

設の周辺は、山や森、川など自然豊かな環

境に包まれているので、ホタルなどの生

態観察や自然体験など様々な用途で利用

可能な施設となっています。

　7月と8月には、サイクリングキャンプや上富良野中学校吹奏楽部の合宿の場として

利用されました。

　今回、施設を利用していただいた皆さんにお話を聞きました。

�上富良野町中学校吹奏楽部�
上富良野中学校　山口清司教諭
　「初めて清富での合宿を行いましたが、豊かな自然に囲まれ、
落ち着いた環境の中で有意義な合宿ができました。生徒に
とっても普段の生活にない環境で生活することで、様々なこと
を学ぶ機会になりました。合宿に関わっていただいた多くの
関係者の皆様に感謝申し上げます。」

村岡裕真さん（上中３年生）
　「私たち上中吹奏楽部は4日間合宿させていただき、自然豊か
な中で思う存分練習することができました。その甲斐があっ
て、旭川地区予選では金賞を頂き、全道大会の切符を手にいれ
ることができました。ラベンダーも満開で気候の涼しい清富
多世代交流センターでは、私たちがあまり目にしないホタルに
も遭遇し、とても楽しい思い出ができました。もっと沢山の方
が利用して、良いところを知って欲しいと思いました。」

　　　　　　　　　　�サイクリングキャンプ�
自然素材を活用した木工クラフト講師　佐川泰正さん（ 野山人 

のやまびと

代表）
　「上富良野町には、豊かな自然環境や個性ある人材など秘め
た可能性がたくさんあると思います。自然の恵みと子どもた
ちの個性が一つになって、とてもすばらしい作品ができてい
ました。私たちは、ふれあう方々との交流を通じて、自然への
感謝の気持ちと人が協力し合うことの大切さを全町、全道に
広げていきたいと思っています。」

田村悠人さん（西小5年生）
　「自転車で清富に向かうとき、坂が多くて途中何回もあきら
めそうになりましたが、一生懸命がんばって、なんとか到着で
きました。石で作るかまどづくりや飯ごうでご飯を炊く担当
でしたが、上手に炊けてシチューと一緒においしく食べれま
した。また、来年も参加したいです。」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」　　　　「清富多世代交流センター」ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここでででででででででででででででででででででで自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然をををををををををををををををををををををを感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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　7月30日から8月7日（8泊9日間）の日程で、第5回上富良野町青少年国際交流事業に参加した生徒18名（高校生5
名、中学生13名）は、カムローズ市でのホームステイ及び市内施設見学、バンフ町のカナディアンロッキー山脈に
囲まれた湖やコロンビア大氷原、バンクーバー市内の市場や公園等を見学し、カナダの歴史・文化・自然について
学ぶことができました。訪問前には、6月から8回にわたる研修会を行い、ダナ英語指導助手から英会話や生活習慣
等を学ぶとともに、レセプションに披露するヨサコイ踊りの練習など、交流事業に備えての研修を行いました。
　今年、上富良野町とカナダ国「カムローズ市」とは、友好都市提携してから22年を迎え、今回、カムローズ日本
友の会の提案により、友好都市提携２０周年を記念して、カムローズ市役所前に上富良野町とカムローズ市の時刻を
刻むタウンクロックタワー（時計塔）が建設されました。7月31日（火）上富良野町長、上富良野町教育委員会教
育長ほか、青少年国際交流事業の生徒・引率者が市役所を表敬訪問後、午後3時からの除幕式に出席し、カムロー
ズ市民とともにお祝いをしました。　
　今回の交流事業では、カナダに向かう飛行機が遅れて予定していた国内線に乗り継ぎができず、到着時間が大幅
に変更となり、カムローズ市の皆様にご心配とご迷惑をおかけしましたが、とてもあたたかく歓迎していただきま
した。また、生徒たちが楽しみにしていたエドモントン市の「ショッピングモール」へ案内していただいたり、プー
ル・遊園地・ショッピング等、ホストファミリーと過ごした日々は、一生の思い出として心に深く刻みこまれまし

た。
　参加した岡田俊耶さん（旭川工業高等専門学校3年生）から感想を聞きました。
「私は、ホストファミリーの都合で1人だけのホームスティとなってしまい、常に英
語を使わなければならないことが少し不安でした。しかし、優しいホストファミ
リーのおかげで、楽しく会話をすることができました。さらに、レセプションの中
で学生の代表として、英語の挨拶をする機会をいただいたことで、想像以上に英語
を身近に感じました。英語はまだ苦手だなという意識はあるけれども、嫌いだとい
う思いはなくなりました。これからの生活でも、英語に接する機会が多くなると思
うので、慌てず会話ができるように努力しようと思います。」

「カムローズ市友好都市提携20周年記念」「カムローズ市友好都市提携20周年記念」

タウン クロック タワー建立  タウン クロック タワー建立
第5回上富良野町青少年国際交流事業第5回上富良野町青少年国際交流事業 

��語学と文化語学と文化��を学ぶを学ぶ


